	25
（月）
	神様 (かみさま)のやぐらを建 (た)てよう
-私 (わたし)、教会 (きょうかい)、現場 (げんば) - 24・25・永遠 (えいえん)

	
	

	
	Remnantは多民族 (たみんぞく)を集 (あつ)めて、癒 (い)やしと、サミットにする主役 (しゅやく)になると決断 (けつだん)しましょう。そして、三 (みっ)つの庭 (にわ)を作 (つく)る教会 (きょうかい)の秘密 (ひみつ)決死隊 (けっしたい)になりましょう。三 (みっ)つの庭 (にわ)がなければ世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)はできません。聖書 (せいしょ)の中 (なか)で三 (みっ)つの庭 (にわ)の証拠 (しょうこ)を見 (み)てみましょう。

１つ目 (め)、Remnantはみんな、三 (みっ)つの庭 (にわ)がある強大国 (きょうだいこく)に行 (い)きました。神様 (かみさま)がRemnantを奴隷 (どれい)として、養子 (ようし)として送 (おく)られました。それがRemnantがエジプトに行 (い)くことができる道 (みち)だったからです。Remnant７人 (にん)は強大国 (きょうだいこく)に行 (い)く前 (まえ)に、先 (さき)に霊的 (れいてき)サミットになって行 (い)きました。２つ目 (め)、神様 (かみさま)は初代 (しょだい)教会 (きょうかい)に三 (みっ)つの庭 (にわ)がないので、パウロを立 (た)てられました。そして、異邦人 (いほうじん)の庭 (にわ)へ、癒 (い)やしの庭 (にわ)へ(使13、16、19章 (しょう))送 (おく)られました。また、Remnantを生 (い)かすことができるサミットの庭 (にわ)である会堂 (かいどう)に送 (おく)られました。３つ目 (め)、いまは、Remnantは８番目 (ばんめ)のレムナントとして証拠 (しょうこ)を見 (み)つけ始 (はじ)めましょう。この契約 (けいやく)を握 (にぎ)ると、すべての国 (くに)を生 (い)かされる神様 (かみさま)の働 (はたら)きを見 (み)ることができます。そして、キリストの答 (こた)えが与 (あた)えられて、すべての人 (ひと)が癒 (い)やされ、神様 (かみさま)がすべてのRemnantをサミットとされるのを見 (み)ることができます。

私 (わたし)と教会 (きょうかい)と現場 (げんば)に三 (みっ)つの庭 (にわ)が作 (つく)られるように小 (ちい)さいミッションに挑戦 (ちょうせん)するように祈 (いの)りましょう。

	
	神様 (かみさま)、聖書 (せいしょ)にある契約 (けいやく)を伝 (つた)えられたそのまま受 (う)けて、三 (みっ)つの庭 (にわ)を祈 (いの)るRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン





2023.11.24.RCA 2講



	26
（火）
	神様 (かみさま)のやぐらを建 (た)てよう
-次世代 (じせだい)-24、(当然 (とうぜん))25、(必然 (ひつぜん))永遠 (えいえん)(絶対 (ぜったい))

	
	

	
	神様 (かみさま)は空中 (くうちゅう)の権威 (けんい)を持 (も)つ支配者 (しはいしゃ)であるサタンに勝 (か)つ力 (ちから)をRemnantに与 (あた)えてくださいました。そして、御座 (みざ)の力 (ちから)と永遠 (えいえん)の力 (ちから)も与 (あた)えてくださいました。この三 (みっ)つの祝福 (しゅくふく)を祈 (いの)りで味 (あじ)わえば、Remnantに現 (あらわ)れる結果 (けっか)があります。

１つ目 (め)、わざわい時代 (じだい)を止 (と)めます。聖書 (せいしょ)のRemnantも強大国 (きょうだいこく)に行 (い)ってわざわいを止 (と)めました。戦争 (せんそう)が起 (お)こるたびに、その戦争 (せんそう)を解決 (かいけつ)しました。イエス様 (さま)は、さまざまなわざわいが臨 (のぞ)むけれども、終 (お)わりではないと言 (い)われました。福音 (ふくいん)がすべての民族 (みんぞく)に宣 (の)べ伝 (つた)えられた後 (あと)に終 (お)わりが来 (く)ると言 (い)われました。２つ目 (め)、病気 (びょうき)時代 (じだい)を止 (と)めます。使徒 (しと)13、16、19章 (しょう)には、病 (や)んでいる人 (ひと)をパウロが癒 (い)やす場面 (ばめん)が出 (で)て来 (き)ます。悪霊 (あくれい)に取 (と)りつかれた者 (もの)を治 (なお)し、医者 (いしゃ)が治 (なお)すことができなかった病気 (びょうき)を治 (なお)しました。医者 (いしゃ)は、病気 (びょうき)を治 (なお)すことを助 (たす)けてくれます。しかし、根源的 (こんげんてき)なことと未来 (みらい)を治療 (ちりょう)することはできません。３つ目 (め)、Remnantを通 (とお)して世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の働 (はたら)きが起 (お)こります。これからRemnantは根本的 (こんぽんてき)なことと霊的 (れいてき)なことを先 (さき)に準備 (じゅんび)しましょう。そして、生活 (せいかつ)に合 (あ)う実際的 (じっさいてき)なことを準備 (じゅんび)しましょう。

７やぐらと７旅程 (りょてい)、７道 (みち)しるべをよく整理 (せいり)して祈 (いの)り始 (はじ)めましょう。祈 (いの)りのシステムが作 (つく)られる時 (とき)まで落 (お)ち込 (こ)むことなく、祈 (いの)りに挑戦 (ちょうせん)しましょう。

	
	神様 (かみさま)、時代 (じだい)を見 (み)て、先 (さき)に霊的 (れいてき)な祈 (いの)りのシステムを準備 (じゅんび)するRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン






2023.11.24.RCA 3講



	27
（水）
	237-5000を生 (い)かす人々 (ひとびと)

	
	ロマ16章25～27節　私 (わたし)の福音 (ふくいん)、すなわち、イエス・キリストを伝 (つた)える宣教 (せんきょう)によって、また、世々 (よよ)にわたって隠 (かく)されていた奥義 (おくぎ)の啓示 (けいじ)によって──(25)

	
	Remnantは237か国 (こく)と５千 (せん)種族 (しゅぞく)を生 (い)かす者 (もの)です。このことのために、先 (さき)にすることがあります。キリストが与 (あた)えてくださった契約 (けいやく)を持 (も)って、朝 (あさ)と夜 (よる)、昼 (ひる)に集中 (しゅうちゅう)しましょう。その契約 (けいやく)とは何 (なん)でしょうか。

１つ目 (め)、神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださったことは、世々 (よよ)にわたって隠 (かく)されていました。それは、福音 (ふくいん)のみことばです。福音 (ふくいん)のみことばを握 (にぎ)って祈 (いの)り続 (つづ)けていると、５つの力 (ちから)が与 (あた)えられます。５つの力 (ちから)で時代 (じだい)のわざわいを止 (と)める重職者 (じゅうしょくしゃ)とレムナントが出 (で)て来 (き)ました。２つ目 (め)、神様 (かみさま)が今 (いま)、隠 (かく)されているのです。それがカルバリの丘 (おか)、オリーブ山 (やま)、マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)です。この契約 (けいやく)を持 (も)って力 (ちから)のやぐらを建 (た)てましょう。そして、すべてを超越 (ちょうえつ)できる旅程 (りょてい)の力 (ちから)を養 (やしな)いましょう。また、暗闇 (くらやみ)を完全 (かんぜん)に打 (う)ち破 (やぶ)るキリストの道 (みち)しるべを建 (た)てましょう。３つ目 (め)、神様 (かみさま)が未来 (みらい)に与 (あた)えてくださる永遠 (えいえん)のことです。イスラエルは、流浪 (るろう)の民 (たみ)として散 (ち)らされました。ここに神様 (かみさま)の奥義 (おくぎ)があります。ローマに237か国 (こく)があり、多民族 (たみんぞく)の中 (なか)に５千 (せん)種族 (しゅぞく)があるからです。Remnantだけが237、５千 (せん)種族 (しゅぞく)を味 (あじ)わうことができます。

Remnantは神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださった祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わって待 (ま)ちましょう。すると、神 (かみ)の国 (くに)が臨 (のぞ)む時刻表 (じこくひょう)が来 (き)ます。そのようにしていて、神様 (かみさま)の計画 (けいかく)が見 (み)えたら挑戦 (ちょうせん)しましょう。

	
	神様 (かみさま)、キリストが与 (あた)えてくださった契約 (けいやく)を持 (も)って集中 (しゅうちゅう)して237か国 (こく)と５千 (せん)種族 (しゅぞく)を生 (い)かす人 (ひと)として立 (た)ちますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン



2024.04.07.2部



	28
（木）
	レムナントが見 (み)なければならない永遠 (えいえん)の弟子 (でし)

	
	Ⅱ列6章8～23節　すると彼 (かれ)は、「恐 (おそ)れるな。私 (わたし)たちとともにいる者 (もの)は、彼 (かれ)らとともにいる者 (もの)よりも多 (おお)いのだから」と言 (い)った。そして、エリシャは祈 (いの)って主 (しゅ)に願 (ねが)った。「どうか、彼 (かれ)の目 (め)を開 (ひら)いて、見 (み)えるようにしてください。」主 (しゅ)がその若者 (わかもの)の目 (め)を開 (ひら)かれたので、彼 (かれ)が見 (み)ると、なんと、火 (ひ)の馬 (うま)と戦車 (せんしゃ)がエリシャを取 (と)り巻 (ま)いて山 (やま)に満 (み)ちていた。(16-17)

	
	Remnantが見 (み)ることの中 (なか)で最 (もっと)も重要 (じゅうよう)なことは何 (なん)でしょうか。それは永遠 (えいえん)の弟子 (でし)です。これを見 (み)るために、常 (つね)に覚 (おぼ)えておく心 (こころ)の目 (め)が三 (みっ)つあります。

１つ目 (め)、隠 (かく)れた弟子 (でし)は必 (かなら)ずいます。バビロン時代 (じだい)にオバデヤは100人 (にん)の弟子 (でし)を隠 (かく)しました。彼 (かれ)らはいのちを持 (も)っている弟子 (でし)でした。いのちを持 (も)った者 (もの)は、いのちをかける弟子 (でし)になります。いのちをかける弟子 (でし)は、いのちを生 (い)かす弟子 (でし)になります。２つ目 (め)、残 (のこ)りの弟子 (でし)がいます。バビロン時代 (じだい)に７千人 (せんにん)の残 (のこ)りの弟子 (でし)がいました。エリヤは偽 (いつわ)りの預言者 (よげんしゃ)850人 (にん)と戦 (たたか)って勝 (か)ちました。霊的 (れいてき)勝利 (しょうり)からしたのです。後 (のち)ほどエリヤが落 (お)ち込 (こ)んだとき、神様 (かみさま)はエリヤに御使 (みつか)いを送 (おく)って力 (ちから)を与 (あた)えてくださいました。それゆえ、エリヤは四十日 (よんじゅうにち)四十夜 (よんじゅうや)歩 (ある)いて、ホレブの山 (やま)に到着 (とうちゃく)することができました。神様 (かみさま)はそこで、七千人 (ななせんにん)の弟子 (でし)が残 (のこ)してあることと、エリシャについて語 (かた)ってくださいました。３つ目 (め)、霊的力 (れいてきちから)で勝利 (しょうり)する弟子 (でし)がいます。その人々 (ひとびと)は、神様 (かみさま)からの超能力 (ちょうのうりょく)を知 (し)っていて、天 (てん)の軍勢 (ぐんぜい)が動員 (どういん)されることを見 (み)ることができる霊的 (れいてき)な目 (め)を持 (も)っていました。そして、戦 (たたか)わずに勝利 (しょうり)する力 (ちから)が与 (あた)えられていました。

Remnantは行 (い)く所 (ところ)ごとに弟子 (でし)を見 (み)つけましょう。いつも心 (こころ)と考 (かんが)えに神様 (かみさま)のやぐらが建 (た)つように祈 (いの)りましょう。すると、弟子 (でし)に会 (あ)うでしょう!

	
	神様 (かみさま)、弟子 (でし)を立 (た)てることができるRemnantとして祈 (いの)りますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.04.13.レムナント伝道学



	29
（金）
	永遠 (えいえん)の未来 (みらい)を見 (み)た今日 (きょう)の選択 (せんたく)

	
	Ⅱ列2章9～11節　渡 (わた)り終 (お)えると、エリヤはエリシャに言 (い)った。「あなたのために何 (なに)をしようか。私 (わたし)があなたのところから取 (と)り去 (さ)られる前 (まえ)に求 (もと)めなさい。」するとエリシャは、「では、あなたの霊 (れい)のうちから、二倍 (にばい)の分 (ぶん)を私 (わたし)のものにしてください」と言 (い)った。(9)

	
	Remnantは神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)やぐらを持 (も)つように祈 (いの)りましょう。その力 (ちから)で問題 (もんだい)と葛藤 (かっとう)、危機 (きき)の中 (なか)に入 (はい)るのです。すると、絶対 (ぜったい)答 (こた)えが与 (あた)えられ、神様 (かみさま)のことを選択 (せんたく)するようになります。神様 (かみさま)のことを選択 (せんたく)した弟子 (でし)たちを見 (み)ながら、Remnantが受 (う)ける答 (こた)えを確認 (かくにん)してみましょう。

１つ目 (め)、エリヤの選択 (せんたく)です。カルメル山 (さん)で偽 (いつわ)りの預言者 (よげんしゃ)との戦闘 (せんとう)を行 (おこな)いました。そのときエリヤは、霊的 (れいてき)に戦 (たたか)いをするために祈 (いの)りました。神様 (かみさま)のことを選択 (せんたく)したのです。２つ目 (め)、エリシャの選択 (せんたく)です。絶対 (ぜったい)やぐらを持 (も)っていたので、最 (もっと)も難 (むずか)しい時期 (じき)に重要 (じゅうよう)な選択 (せんたく)をすることができました。指名手配 (しめいてはい)されて、死 (し)を目 (め)の前 (まえ)にしているエリヤだったのですが、その弟子 (でし)になることを選択 (せんたく)したのです。エリヤが持 (も)っている霊 (れい)のうちから二倍 (にばい)の分 (ぶん)を求 (もと)めたエリシャは、ドタンの町運動 (まちうんどう)に用 (もち)いられました。３つ目 (め)、重職者 (じゅうしょくしゃ)の選択 (せんたく)です。力 (ちから)がなくても大丈夫 (だいじょうぶ)です。ツァレファテのやもめとシュネムの女 (おんな)は、エリヤとエリシャを助 (たす)けました。このことは決 (けっ)して小 (ちい)さいことではありません。この人々 (ひとびと)は、契約 (けいやく)が成就 (じょうじゅ)することに用 (もち)いられたのです。

Remnantは一日 (いちにち)に一度 (いちど)でも神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださる力 (ちから)を味 (あじ)わう時間 (じかん)を持 (も)ちましょう。すると、神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)やぐらが建 (た)てられて、神様 (かみさま)が願 (ねが)われることを選択 (せんたく)できるようになるでしょう。

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださる力 (ちから)を味 (あじ)わう絶対 (ぜったい)やぐらを建 (た)てることができますように。神様 (かみさま)のことを選択 (せんたく)することができますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.04.13.核心訓練



	30
（土）
	神様 (かみさま)が証人 (しょうにん)になる弟子 (でし)

	
	ロマ1章1～10節　私 (わたし)が御子 (みこ)の福音 (ふくいん)を伝 (つた)えつつ心 (こころ)から仕 (つか)えている神 (かみ)が証 (あか)ししてくださることですが、私 (わたし)は絶 (た)えずあなたがたのことを思 (おも)い、(9)

	
	イスラエルの民 (たみ)は、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)に向 (む)けた神様 (かみさま)の計画 (けいかく)を悟 (さと)ることができませんでした。それゆえ、奴隷 (どれい)、捕虜 (ほりょ)、属国 (ぞっこく)となって強大国 (きょうだいこく)に行 (い)くようになりました。Remnantは、奴隷 (どれい)でなく宣教師 (せんきょうし)で行 (い)けばよいのです。そのために、神様 (かみさま)が認 (みと)めてくださる祈 (いの)りの人 (ひと)になるようにしましょう。それでこそ、暗闇 (くらやみ)が砕 (くだ)かれて、神 (かみ)の国 (くに)が臨 (のぞ)み、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)ができるようになります。Remnantは、まず先 (さき)に知 (し)ることがあります。

１つ目 (め)、礼拝 (れいはい)のときに三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)の力 (ちから)が刻印 (こくいん)されるように祈 (いの)りましょう。すると、一週間 (いっしゅうかん)味 (あじ)わう答 (こた)えが見 (み)えます。２つ目 (め)、朝 (あさ)と夜 (よる)、昼 (ひる)に神様 (かみさま)に集中 (しゅうちゅう)する祈 (いの)りをしましょう。このように祈 (いの)りを味 (あじ)わえば、24時 (じ)が自然 (しぜん)にできるようになる祝福 (しゅくふく)が与 (あた)えられます。３つ目 (め)、人 (ひと)を生 (い)かす*プラットフォームを作 (つく)って、光 (ひかり)を照 (て)らす*見張 (みは)り台 (だい)を建 (た)てましょう。そして、世界 (せかい)と疎通 (そつう)する*アンテナを建 (た)てましょう。４つ目 (め)、そのときから、問題 (もんだい)は答 (こた)えを見 (み)つける道 (みち)になります。葛藤 (かっとう)は、私 (わたし)を越 (こ)えるようにする更新 (こうしん)になります。そして、すべての危機 (きき)は神様 (かみさま)から与 (あた)えてくださる機会 (きかい)になります。５つ目 (め)、Remnantの学業 (がくぎょう)に絶対 (ぜったい)答 (こた)えが与 (あた)えられます。

祈 (いの)りは実際 (じっさい)に働 (はたら)く霊的 (れいてき)な科学 (かがく)であり、暗闇 (くらやみ)を砕 (くだ)く権威 (けんい)の科学 (かがく)です。Remnantは神様 (かみさま)が証人 (しょうにん)になってくださる祈 (いの)りを味 (あじ)わいましょう。

**プラットフォーム:なにかを利用 (りよう)するために必 (かなら)ず必要 (ひつよう)な共通 (きょうつう)の土台 (どだい)のこと
*見張 (みは)り台 (だい):見張 (みは)りをするために建 (た)てた高 (たか)い塔 (とう)のこと
*アンテナ:空中 (くうちゅう)に立 (た)てて、他 (た)の所 (ところ)に信号 (しんごう)を送 (おく)ったり、信号 (しんごう)を受 (う)け取 (と)る装置 (そうち)のこと

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)が証人 (しょうにん)になってくださる絶対 (ぜったい)やぐらを建 (た)てますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.04.14.1部



